
時
代
に
応
じ
た
自
治
体
経
営

　
激
動
の
「
平
成
」
も
間
も
な
く
終
わ
り
を

告
げ
、
新
た
な
時
代
が
幕
を
明
け
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
加
速
す
る
人
口
減
少
に
伴
い
、

自
治
体
間
競
争
は
、
よ
り
一
層
激
し
さ
を
増

し
て
い
ま
す
。
新
し
い
時
代
の
幕
明
け
に
あ

た
り
、
改
め
て
地
域
主
権
時
代
を
勝
ち
抜
く

た
め
、
時
代
の
変
化
に
即
応
し
た
自
治
体
経

営
を
実
現
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
新
年
度
は
、
第
２
期
西
条
市
総
合
計
画
前

期
基
本
計
画
、
西
条
市
新
市
建
設
計
画
、
な

ら
び
に
西
条
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
が
現
計
画
期
間
の
最
終
年
度
を
迎

え
ま
す
。
２
０
４
５
年
に
お
け
る
本
市
の
将

来
推
計
人
口
は
７
万
８
３
０
７
人
、
高
齢
化

率
は
42
・
76
％
と
な
り
、
さ
ら
に
厳
し
い
見

通
し
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
を
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
、
本
市
が
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
さ
ら
な
る
議
論
を
重
ね
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
　
　
　
　

走
り
続
け
た
１
年

　
私
は
、
平
成
30
年
度
を
地
域
経
済
の
底
上

げ
、
都
市
ブ
ラ
ン
ド
の
底
上
げ
、
ひ
い
て
は

市
民
生
活
の
底
上
げ
に
取
り
組
む
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ
　

Ｕ
Ｐ
」
の
年
と
し
て
位
置
付
け
、「
ワ
ク
ワ

ク
度
日
本
一
の
ま
ち
西
条
」
の
実
現
へ
、

種
々
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　「
市
民
主
役
の
西
条
」
の
実
現
に
向
け
て

は
、
地
域
課
題
を
解
決
す
る
た
め
大
町
・
橘

地
区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
地
域
自
治
組
織

の
設
立
を
進
め
て
き
ま
し
た
。「
住
み
た
い

西
条
」
の
実
現
に
向
け
て
は
、
健
康
都
市
を

目
指
す
第
一
歩
と
し
て
、
わ
く
わ
く
健
康
ポ

イ
ン
ト
を
開
始
し
た
ほ
か
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
高
齢
者
の
見
守
り
シ
ス
テ
ム
を
試
験
的

に
導
入
し
ま
し
た
。「
市
民
と
進
め
る
行
財

政
改
革
」
の
実
現
に
向
け
て
は
、
各
種
使
用

料
の
見
直
し
や
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
在
り
方
検

討
な
ど
に
着
手
し
て
き
ま
し
た
。「
夢
が
持

て
る
ま
ち
西
条
」
の
実
現
に
向
け
て
は
、
昨

年
10
月
、
石
鎚
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
パ
ー
ク
Ｓ
Ａ

Ｉ
Ｊ
Ｏ
に
ス
ピ
ー
ド
競
技
場
を
整
備
し
ま
し

た
。
11
月
に
は
魅
力
的
な
観
光
地
域
の
形
成

を
進
め
る
た
め
、
株
式
会
社
ソ
ラ
ヤ
マ
い
し

づ
ち
を
設
立
し
ま
し
た
。「
つ
な
が
り
広
が

る
西
条
」
の
実
現
に
向
け
て
は
、
昨
年
４
月

に
ベ
ト
ナ
ム
・
フ
エ
市
と
友
好
都
市
提
携
を

締
結
し
ま
し
た
。
日
本
オ
ー
ス
ト
リ
ア
友
好

１
５
０
周
年
と
な
る
新
年
度
に
は
、
セ
ー
ボ

ー
デ
ン
市
と
友
好
都
市
提
携
を
締
結
し
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
施
策
に
取
り
組
む
中
、

本
年
１
月
に
は
、
株
式
会
社
宝
島
社
の

「
２
０
１
９
年
版
　
住
み
た
い
田
舎
ベ
ス
ト

ラ
ン
キ
ン
グ
」
に
お
い
て
、
２
部
門
で
全
国

５
位
、
四
国
エ
リ
ア
で
は
全
５
部
門
で
１
位

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
共
に
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
が
少
し
ず
つ

実
を
結
び
始
め
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で

す
。
こ
の
結
果
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
今

後
も
魅
力
度
ア
ッ
プ
に
努
め
、
さ
ら
な
る
成

果
の
獲
得
に
努
め
ま
す
。

市議会３月定例会が２月26日から３月20日までの23日間の会期で開かれました。
初日に玉井市長が示した新年度の施政方針と具体的な施策の概要をお伝えします。

勝
ち
残
る
ま
ち
へ

　
世
界
に
類
を
見
な
い
「
人
口
急
減
・
超
高

齢
社
会
」
は
、
我
が
国
が
か
つ
て
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
試
練
で
あ
り
、
こ
の
試
練
を
避

け
て
通
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
地
方
都
市

に
と
っ
て
「
人
財
」
は
貴
重
な
宝
で
あ
り
、

経
済
活
動
や
地
域
活
動
を
安
定
化
さ
せ
、

「
勝
ち
残
り
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
て

い
く
た
め
に
は
、
多
く
の
「
人
財
」
の
力
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
政
策
の
節
目
と
な
る
新
年
度
は
、
市
政
運

営
の
全
般
に
お
い
て
、
将
来
人
口
を
し
っ
か

り
と
見
据
え
、
可
能
な
限
り
現
状
の
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
維
持
に
配
慮
し
つ
つ
、
長
期
的
展

望
に
立
っ
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
年
度
を
陸
上
競
技
の
三
段
跳
び
に
例
え
、

「
未あ

す来
へ
の
大
き
な
ジ
ャ
ン
プ
に
繋つ

な
げ
る
た

め
の
力
強
い
ス
テ
ッ
プ
」
の
１
年
と
位
置
付

け
て
い
ま
す
。「
未あ

す来
へ
の
挑
戦
」
を
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、「
勝
ち
残
る
ま
ち
」
の

実
現
に
向
け
て
邁ま
い
進
し
て
い
き
ま
す
。

挑戦未
あ す

来への
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新
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、
前
例

踏
襲
主
義
を
排
し
、
事
業
の
評
価
・
検
証
を

通
じ
て
優
先
付
け
の
徹
底
と
事
業
の
厳
選
に

努
め
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
人
口
減
少
の
克
服
や
地
域
経
済

活
性
化
に
資
す
る
事
業
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
や
行
政
運
営
の
効
率
化
を
実
現
す
る
事

業
な
ど
、
勝
ち
残
る
自
治
体
と
な
る
た
め
に

早
急
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
事
業
に
つ

い
て
は
積
極
的
に
予
算
措
置
を
行
い
ま
し
た
。

①
健
や
か
に
生
き
生
き
と

　暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　
わ
く
わ
く
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
取
り
組

む
ほ
か
、
市
内
行
事
で
県
内
在
住
の
お
笑
い

芸
人
を
活
用
す
る
な
ど
、「
笑
い
」
に
よ
る

心
と
体
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
障
が
い
者
合
同
就
職
面
接
会
で
障
が
い
者

雇
用
を
促
進
し
、
自
立
し
た
日
常
生
活
を
送

れ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　
日
中
に
家
事
・
育
児
を
援
助
す
る
ヘ
ル
パ

ー
を
派
遣
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
ほ
か
、

子
育
て
応
援
サ
イ
ト
「
ハ
ピ
♡
す
く
」
の
機

能
を
拡
張
し
ま
す
。

②
豊
か
な
自
然
と
共
生
す
る

　ま
ち
づ
く
り

　
全
て
の
上
水
道
、
簡
易
水
道
お
よ
び
専
用

水
道
の
経
営
統
合
を
進
め
る
と
と
も
に
、
公

共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
の
企
業
会
計
へ
の

移
行
を
目
指
し
ま
す
。

2020年東京オリンピックに向
けてスポーツクライミングの
合宿誘致に取り組み、市民が
スポーツに親しめる環境づく
りに努めます。

健康づくりの推進

代表選手による当市での合宿

ひうちクリーンセンターを整
備促進するとともに、老朽化
が著しい道前クリーンセンタ
ーの長寿命化・整備の方向性
の検討を進めます。

生活環境の整備

道前クリーンセンター

東予港複合一貫輸送ターミナ
ルの整備を進めるとともに、
大雨時の洪水対策としての河
床掘削などを実施できるよう
国や県へ働き掛けます。

港湾・河川の整備

東予港複合一貫輸送ターミナル

地下水を恒久的に保全してい
くために設立した西条市地下
水保全協議会で、市民、事業
者、行政が連携の下、今後の
保全施策について協議します。

水資源の保全

昨年11月に設立した協議会

コミュニケーションロボット
を活用した見守り支援の充実
を図るほか、スマートフォン
を活用したゆるやかな見守り
支援対象者を拡大します。

高齢者福祉の充実

ロボットが見守りをサポート

重度心身障がい者や中学生以
下の子どもへの医療費助成を
行うほか、ドナー側の骨髄採
取に伴う入院などにかかる経
済的負担の支援を開始します。

医療体制の充実

医療保障の充実を図ります

予算編成方針・主要事業
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⑥
活
力
あ
ふ
れ
る

　産
業
振
興
の
ま
ち
づ
く
り

　
総
務
省
の
地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制

度
を
活
用
し
た
農
業
次
世
代
人
材
の
育
成
に

引
き
続
き
取
り
組
む
ほ
か
、
国
営
・
県
営
の

ほ
場
整
備
事
業
の
推
進
や
、
ス
マ
ー
ト
農
業

に
取
り
組
む
農
家
を
支
援
し
ま
す
。

　
企
業
立
地
奨
励
金
の
交
付
を
通
じ
、
立
地

促
進
お
よ
び
留
置
に
努
め
、
県
や
新
居
浜
市

と
連
携
し
た
技
術
展
示
会
の
開
催
な
ど
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
え
ひ
め
さ
ん
さ
ん
物
語
や
７
月
に
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
西
条
市
ア
ウ
ト
ド
ア

オ
ア
シ
ス
石
鎚
な
ど
を
契
機
と
し
、
交
流
人

口
の
増
加
に
よ
る
観
光
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
拡

大
に
努
め
ま
す
。

　
移
住
促
進
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
移
住
体

験
ツ
ア
ー
や
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
に
注
力
し
ま
す
。

⑦
構
想
の
実
現
に
向
け
て

　
地
域
課
題
解
決
の
た
め
に
必
要
な
資
金
を

運
用
す
る
市
民
主
体
の
仕
組
み
で
あ
る
ロ
ー

カ
ル
フ
ァ
ン
ド
の
創
設
を
目
指
し
、
市
民
意

識
を
醸
成
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　
市
税
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
実
施
に
向

け
た
準
備
を
進
め
る
ほ
か
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
ロ
ボ

テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ
セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
）
導
入
に
着
目
し
、
業
務
ス
ピ
ー
ド
の
向

上
や
業
務
ミ
ス
の
削
減
な
ど
の
生
産
性
向
上

に
取
り
組
み
ま
す
。

モデル地区を中心に公民館職
員を増員するなど、地域自治
の実現に向けた支援体制の充
実・強化を図ります。

地元住民による会議(橘地区)

㈱ソラヤマいしづちを中心に
地域の自然や文化伝統を活用
して観光振興につなげる取り
組みを展開し、いしづちブラ
ンドの確立に努めます。

観光産業の創出

西日本最高峰の石鎚山

新規漁業就業者の創出とその
定着促進を目指すほか、西条
市水産振興対策協議会が新年
度から開始予定のノリの陸上
養殖研究事業を支援します。

水産業の振興

新規就業者の支援を行います

ローカル・ベンチャー誘致・
育成事業で、当市に移住した
起業家が安定的に事業活動に
取り組めるよう、引き続き支
援に努めます。

新規産業の創出

交流拠点の紺屋町d
デ イ ン

ein

LOVE SAIJOファンクラブ
を通じた新たな西条ファンの
獲得、ＳＮＳを通じた情報発
信などを行います。

西条の価値や
魅力の向上

ファンクラブ会員2,000人突破

※ 施政方針の全文は市ホーム
ページに掲載しています。

地域コミュニティ
活動の促進

西条市　市長の部屋
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⑥ ⑤ ④
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③
快
適
な
都
市
基
盤
の

　ま
ち
づ
く
り

　
新
た
に
実
証
運
行
を
開
始
し
た
丹
原
地
域

予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
、
市
民
や

事
業
者
と
共
に
検
証
を
行
い
ま
す
。

　
地
方
再
生
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
モ
デ
ル

都
市
と
し
て
、
喜
多
川
朔
日
市
線
改
良
事
業
、

御
舟
川
水
環
境
創
造
事
業
、
市
民
緑
地
等
整

備
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

④
災
害
に
強
く
安
全
で
安
心
し
て

　暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　
引
き
続
き
緊
急
点
検
の
結
果
に
基
づ
き
、

安
全
基
準
に
満
た
な
い
小
中
学
校
や
市
有
施

設
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
つ
い
て
、
安
全
対
策
を

順
次
進
め
ま
す
。

　
は
し
ご
車
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
や
老
朽
化

に
伴
う
高
規
格
救
急
自
動
車
の
更
新
、
経
年

劣
化
が
著
し
い
消
防
団
員
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
更

新
な
ど
に
取
り
組
み
、
消
防
・
救
急
救
助
体

制
の
充
実
お
よ
び
消
防
団
を
中
核
と
し
た
地

域
防
災
力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

⑤
豊
か
な
心
を
育
む

　教
育
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

　　
引
き
続
き
学
校
教
育
現
場
の
環
境
改
善
に

取
り
組
む
ほ
か
、
安
全
・
安
心
な
学
校
給
食

を
安
定
的
に
提
供
す
る
た
め
、
運
営
検
討
委

員
会
を
組
織
し
、
学
校
給
食
運
営
基
本
方
針

の
策
定
を
目
指
し
ま
す
。

主要事業

市有施設などへの積極的なＣ
ＬＴの活用や、民間施設に対
する西条産材活用促進事業に
より、木材の地産地消に取り
組みます。

林業の振興

ＣＬＴを含んだ木材

「記録作成等の措置を講ずべ
き無形の民俗文化財」に選択
された石鎚黒茶の、歴史的背
景や流通に関する調査を行い
後世への継承を図ります。

歴史文化の保全・活用

地元団体による黒茶の製造

防犯灯のＬＥＤ化への支援を
４年間重点的に行い、犯罪被
害の防止による安全で安心な
地域の実現を目指します。

防犯対策の推進

ＬＥＤ器具を使用した防犯灯

市民の憩いや運動機能に加え
て、防災減災効果の充実を図
れるよう、東部公園と丹原中
央公園の整備を進めます。

公園・緑地の整備
平成29年度から整備している
小中学校・公立幼稚園の空調
設備について、来年６月に市
内全てで運用開始を目指し、
順次整備を進めます。

学校教育の充実

快適に学習できる環境へ

総合６次産業都市の実現へ、
愛媛大学やＪＡ西条との産学
官連携体制の下、ＩＣＴを活
用した加工業務用野菜の産地
化に関する研究を推進します。

農業の振興

タマネギの収穫

完成イメージ
(上)丹原中央
    公園
(右)東部公園
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